東京大学法学部（法学政治学研究科）：特別講義　現代朝鮮半島の政治

東京大学大学院公共政策大学院：地域政治Ｂ（現代朝鮮半島の政治）
教員：木宮正史（東京大学大学院総合文化研究科）連絡は以下のメールアドレスにて行なってください。kimiya@ask.c.u-tokyo.ac.jp　　　　　　
2010年度　授業日程

講義計画

①イントロダクション：朝鮮半島の現在 

②南北分断：米ソ冷戦と朝鮮半島

③朝鮮戦争をめぐって

④1950年代の南北朝鮮：李承晩と金日成

⑤朴正熙政権の18年とその評価をめぐって（1）政治

⑥朴正熙政権の18年とその評価をめぐって（2）経済

⑦日韓国交正常化交渉
⑧米中和解と朝鮮半島
⑨韓国の民主化と北朝鮮の体制硬直化
⑩冷戦の終焉と朝鮮半島（1）：韓国政治の変化

⑪冷戦の終焉と朝鮮半島（2）：南北関係の変化と核危機 

⑫朝鮮半島から見た東アジア国際関係
①4/7
１　韓国という国についての基本的知識を確認する。そのうえで、韓国政治の基本的な枠組みに対する理解を深める。

韓国政治・朝鮮半島をとりまく国際政治の現状がどのようになっているのか。また、それを理解するために必要なことは何か。
以降の授業は、以下のように進める。
各回の授業に関して、予め、レジュメ、必読文献を公共政策大学院のWebサイト内の「授業科目」http://www.pp.u-tokyo.ac.jp/courses/index.htmの各科目毎のページにアップロードするか、もしくは、受講者の登録メールアドレスに添付ファイルとして送付するので、それをダウンロードし、授業を受ける前に必ず読んでもらいたい。

また、
以下３回にわたって、予め課題を出すので、それについての回答を期限までにメール添付ファイル（ワード）にて提出する。その回答状況も成績評価の15％を上限として反映させる。授業では、そうした課題に対する回答を活かす形で進行する。
また、授業導入レポートと学期末レポートを課す。授業導入レポートは特に単位取得の必修要件とする。また、それぞれ成績評価の１５％として位置づける。以下、授業日程の中でも位置づけるが、念のため、以下に課題とレポートの内容および期限を掲げる。

レポート

＊授業導入レポート（成績評価の10％として反映し、単位取得の必修要件とする）

木宮正史『韓国：民主化と経済発展のダイナミズム』（ちくま新書）を読んで、何が新たな発見であったのか、また、特にわかりにくかった部分はどこか、さらに、この授業に関して最も期待するものは何かなどをあわせたレポートを提出する。2000～3000字程度。2010年3月末で絶版になっているので、入手不可の場合は、http://www.pp.u-tokyo.ac.jp/courses/index.htmの各科目毎のページにアップロードするので、そちらをダウンロードして読んでもらいたい。

提出方法：４月２１日（水）午後5時までにメール（kimiya@ask.c.u-tokyo.ac.jp）添付ファイル（ワード形式）で提出すること。
＊学期末レポート（提出期限　７月17日（土）午後5時）（成績評価の１５％として反映する）
拙稿「第12章　南北分断下の独裁と民主化の挫折：李承晩政権・張勉政権（一九四五～一九六一年）」
　　「第13章　開発独裁による体制競争と冷戦への対応：朴正熙政権十八年（一九六一～一九八〇年）」

　　「第14章　民主主義韓国と脱冷戦への対応（一九八一～二〇〇九年）」『世界歴史大系』山川出版（刊行予定）

この教材は、公共政策大学院のWebサイト内の「授業科目」http://www.pp.u-tokyo.ac.jp/courses/index.htmの各科目毎のページにアップロードするので、それをダウンロードして読んでもらいたい。但し、この教材は未刊行であるために、引用したり、ネット上で流通させたりするのを不可とする。そのため、セキュリティを強化するため、文書をオープンするためにはパスワードが必要となる。パスワードについては、初回授業の時に告知する。この教材を読んで、韓国現代史に関して全体としてどのようなイメージを持ったのか。さらに、具体的にどの部分が興味深かったのか、また、どの部分がわかりにくかったのか、どの部分をどのように改めたらよいのかなどを含めて、３０００字程度で論じなさい。メール添付ファイル（ワード形式）で提出すること。
課題

＊課題１（回答期限5月8日（土）午後５時　韓国の現行憲法（日本語版：韓国web六法　http://www.geocities.co.jp/WallStreet/9133/index.html　韓国語版：http://www.moleg.go.kr/の韓国法制処のウェブサイトを参照）を読んで、日本国憲法と比較してどのような違いがあるのかを1000字程度にまとめ、添付ファイル（ワード形式）で提出すること。
＊課題２　（回答期限　6月5日（土）　午後5時）：韓国の 歴代憲法1948年制憲憲法、（韓国語を読める人は下記のウェブサイトで1960年制定の第2共和国憲法も）1962年制定の第３共和国憲法および1972年制定の維新憲法（日本語版：韓国web六法　http://www.geocities.co.jp/WallStreet/9133/index.html　韓国語版：http://www.moleg.go.kr/韓国法制処のウェブサイトを参照）、1980年憲法、1987年憲法を読んで、それぞれを比較しつつ、１つもしくは複数の視点から、その変遷について気づいたことを論じなさい。1500字程度。添付ファイル（ワード形式）で提出すること。
＊課題３（回答期限　7月３日（土）　午後5時）

次の４つの文章を比較して、どのような点が共通しているのか、また異なっているのかを論じなさい。1500字程度、添付ファイル（ワード形式）で提出すること。
１　南北共同声明全文（１９７２年７月４日）

http://avatoli.ioc.u-tokyo.ac.jp/~worldjpn/documents/texts/docs/19720704.D1J.html
２　南北間の和解と不可侵および交流・協力に関する合意書（１９９１年１２月１３日）
http://avatoli.ioc.u-tokyo.ac.jp/~worldjpn/documents/texts/docs/19911213.D2J.html
３　南北共同宣言（２０００年６月１５日）

http://avatoli.ioc.u-tokyo.ac.jp/~worldjpn/documents/texts/JPKR/20000615.D1J.html
４　南北共同宣言（2007年10月４日）

http://japanese.yonhapnews.co.kr/headline/2007/10/04/0200000000AJP20071004003900882.HTML
また、その時代の雰囲気をよく示す映像などの教材を積極的に活用することで、韓国政治および韓国社会に関する理解を深める。
②　4/14　
２．南北分断体制の成立　　

　現代の朝鮮半島をとりまく国際政治の起源としての朝鮮半島の南北分断と朝鮮戦争をどのように理解するのか。：映像「アジアが見つめた8月15日：朝鮮半島」を手がかりにして、朝鮮半島の政治の基本的な構造を形成したと考えられる南北分断と朝鮮戦争について、映像を交えながら理解を深める。
必読文献　拙稿「第12章　南北分断下の独裁と民主化の挫折：李承晩政権・張勉政権（一九四五～一九六一年）」『世界歴史大系』山川出版（刊行予定）１～９頁。
参考文献　ブルース・カミングズ（鄭敬謨・林哲訳／鄭敬謨・加地永都子訳）『朝鮮戦争の起源：解放と南北分断体制の出現　第１巻』シアレヒム社（影書房）1989年、特に第１～3章。
③　4/21
３．朝鮮戦争研究の進展をめぐって

　「NHK特集　朝鮮戦争」を見て、まず朝鮮戦争が、なぜ、どのように勃発、展開し、どのような帰結をもたらしたのか、理解を深める。次に、朝鮮戦争研究が、どのような進展を遂げてきたのか。それがどのような政治的な制約を受けてきたのか。また、今日における韓国および朝鮮半島の現代史の歴史認識をめぐってどのような論争が展開されているのか。など、朝鮮戦争および解放直後史研究を手がかりとして、韓国社会の変遷を知識社会学的な接近を通して明らかにする。
理論的な問題関心：グローバル冷戦と地域冷戦・国内冷戦との連携、ナショナリズムと冷戦
必読文献　拙稿「第12章　南北分断下の独裁と民主化の挫折：李承晩政権・張勉政権（一九四五～一九六一年）」『世界歴史大系』山川出版（刊行予定）９～１４頁。
参考文献
和田春樹『朝鮮戦争全史』岩波書店2002年。

ブルース・カミングズ（鄭敬謨・林哲訳／鄭敬謨・加地永都子訳）『朝鮮戦争の起源：解放と南北分断体制の出現　第１・２巻』シアレヒム社（影書房）1989・91年。

④4/28
４．朝鮮戦争以後の南北朝鮮：李承晩と金日成　

朝鮮戦争をはさんで対峙した1950年代の韓国と北朝鮮の政治経済体制の展開について、国際関係、政治主体による選択、経済政策との関係という３つの角度から考察する。

理論的な問題関心：冷戦体制における中心と前哨（周辺），輸入代替工業化と国家資本主義の政治経済，脱植民地化の政治体制
必読文献　拙稿「第12章　南北分断下の独裁と民主化の挫折：李承晩政権・張勉政権（一九四五～一九六一年）」『世界歴史大系』山川出版（刊行予定）１５～３１頁。
参考文献

韓培浩（木宮正史・磯崎典世訳）『韓国政治のダイナミズム』法政大学出版局、2004年）第２～４章

李鍾元（イジョンウォン）『東アジア冷戦と韓米日関係』東京大学出版会1996年。

木村幹『韓国における「権威主義的」体制の成立』ミネルヴァ書房、2003年
徐東晩(ソ・ドンマン)「北朝鮮における社会主義体制の成立1945-61」東京大学大学院総合文化研究科国際社会科学専攻博士論文、1996年
⑤5/12
５．第3共和国（1961～72年）の政治過程（朴正熙政権前期）：北朝鮮との体制競争の本格化　

韓国の現代政治さらには現代史を決定付けたとも言える朴正熙政権の18年の前半部分の第3共和国期について、特に、内政と外交との連関を中心に考察する。さらに、同時期の北朝鮮の体制についても、考察を加える。
理論的な問題関心：軍事クーデターの政治学，政府党体制,冷戦と経済発展、グローバルな冷戦と地域冷戦とのリンケージ
必読文献　
拙稿「第13章　開発独裁による体制競争と冷戦への対応：朴正熙政権十八年（一九六一～一九八〇年）」『世界歴史大系』山川出版（刊行予定）１～１９頁。さらに、現在朴正熙時代に関する拙稿を準備中なので、それを読んでもらうことも考えている。
参考文献
韓培浩、前掲書、第5，6，8,　9，11章、
木村幹『民主化の韓国政治：朴正熙と野党政治家たち1961～1979』名古屋大学出版会、2008年。
⑥5/19
６　維新体制の政治過程（1972～1979）：国際緊張緩和と韓国における権威主義体制の強化

1972年の維新体制の成立という韓国政治におけるよりいっそうの権威主義化がなぜ生じたのか、そうした権威主義化の原因をどのように考えるのかについて考察を加える。また、まさに同時期、1972年、北朝鮮も憲法改正を行い、社会主義憲法を制定し、金日成の唯一指導体制を完成させるとともに、金正日後継体制への準備を開始する。北朝鮮の体制変化についても言及する。

理論的問題関心：政治体制の権威主義化，産業構造の高度化（重化学工業化）とその政治的条件

必読文献
拙稿「第13章　開発独裁による体制競争と冷戦への対応：朴正熙政権十八年（一九六一～一九八〇年）」『世界歴史大系』山川出版（刊行予定）２０～４３頁。さらに、現在朴正熙時代に関する拙稿を準備中なので、それを読んでもらうことも考えている。
参考文献

韓培浩（2004）第9，11章

⑦5/26
７韓国政治・北朝鮮政治の中の日韓・日朝関係

1965年に成立した日韓国交正常化交渉の政治過程を中心にして、韓国政治そして朝鮮半島をめぐる政治にとって日本がどのような役割を果たしたのか、また日本がどのように認識されていたのかについて考察する。また、現在進行中である日朝国交正常化交渉についても、日韓交渉との比較の観点から、考察を加える。

理論的問題関心：脱植民地化の国際関係、冷戦体制下における同盟関係
必読文献

拙稿「第1章　冷戦と経済『協力』：1960年代」「第2章　東アジア国際政治の『変容』と日韓関係の『緊密化』：1970年代」有斐閣より論文集の一部として刊行予定。この教材は、公共政策大学院のWebサイト内の「授業科目」http://www.pp.u-tokyo.ac.jp/courses/index.htmの各科目毎のページにアップロードするので、それをダウンロードして読んでもらいたい。但し、この教材は未刊行であるために、引用したり、ネット上で流通させたりするのを不可とする。そのため、セキュリティを強化するため、文書をオープンするためにはパスワードが必要となる。パスワードについては、初回授業の時に告知する。
参考文献

高崎宗司『検証　日韓会談』岩波新書、1996年。
太田修『日韓交渉：請求権問題の研究』クレイン、2003年。

吉澤文寿『戦後日韓関係：国交正常化交渉をめぐって』クレイン、2005年。

⑧　6/2　
８　米中接近と朝鮮半島

1970年代は、ベトナム戦争からのアメリカの撤退、さらに、米中接近、米ソデタントなど、東アジアにおける冷戦体制が緩和された時代である。こうした朝鮮半島をとりまく構造的変容は、朝鮮半島の冷戦にも重要な影響を及ぼしたことは間違いない。実際に、南北対話が開始されたし、南北朝鮮双方とも外交関係を拡大した。にもかかわらず、朝鮮半島の冷戦体制は緩和されたとは言い難い。むしろ、ある意味では国際冷戦体制とは相対的に局地化される形で緊張は維持されたと考えられる。国際冷戦の緩和は、なぜ、朝鮮半島冷戦の緩和に連携しなかったのか。その政治力学について考察する。

必読文献

「朝鮮半島冷戦の展開：グローバル冷戦との「乖離」、同盟内政治との連携」『アジア研究』第52巻2号、アジア政経学会、2006年4月、pp16－25.
木宮正史｢韓国外交のダイナミズム：特に一九七〇年代初頭の変化を中心に｣小此木政夫・張達重編『戦後日韓関係の展開』慶応義塾大学出版会、2005年、pp．35－73.

この教材は、公共政策大学院のWebサイト内の「授業科目」http://www.pp.u-tokyo.ac.jp/courses/index.htmの各科目毎のページにアップロードするので、それをダウンロードして読んでもらいたい。
参考文献
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EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ドンジュン),東俊)「米中和解と朝鮮問題、1971-73年：在韓米軍と正統性をめぐる攻防と協力」『アジア研究』第55巻第4号、2009年10月、pp.1-19.
李東俊「米中和解と朝鮮半島分断構造の変容1969～1975年」東北大学大学院法学研究科博士論文、2008年（近刊予定）

⑨　6/9
９　権威主義体制から民主主義への移行：その挫折と成功　
1987年6月民主化抗争を通して、建国以来ほぼ40年続いた権威主義体制が大統領直接選挙制への憲法改正を受け入れることによって、民主主義体制への移行を開始した。こうした韓国における民主化がなぜ成功したのかを、他の地域との比較、さらには比較政治学における民主化の理論的な考察をも参考にして、解明する。

理論的問題関心：民主化の政治力学

必読文献

木宮正史「韓国の民主化運動-民主化への移行過程との関連を中心にして-」坂本義和編『世界政治の構造変動　第４巻　市民運動』（岩波書店　1995年）pp.181-223。この教材は、公共政策大学院のWebサイト内の「授業科目」http://www.pp.u-tokyo.ac.jp/courses/index.htmの各科目毎のページにアップロードするので、それをダウンロードして読んでもらいたい。

参考文献

韓培浩、前掲書、１２・１３章

⑩6/16
10　民主化以後の韓国政治の展開、そして韓国政治の現在 

1987年民主化以後の韓国政治の展開を、特に、大統領選挙と国会議員選挙の結果を中心に概観する。民主化が政治領域から他の領域にどのように拡散していったのか。そして、それが、どのような社会経済的帰結をもたらしたのかに焦点を当てる。さらに、2007年12月19日の大統領選挙の結果、李明博ハンナラ党候補が大統領に当選し、それ以前の10年間の「進歩」政権は「保守」政権に交代した。こうした韓国政治の変化をどのように評価するのか。そして、李明博政権は、韓国政治、韓国社会をどのような理念の下、どのような方向に導いていこうとしているのか。以上の点を含め、韓国政治、韓国社会の現状を考察する。

必読文献

拙稿「第14章　民主主義韓国と脱冷戦への対応（一九八一～二〇〇九年）」『世界歴史大系』山川出版（刊行予定）第1節（１～９頁）、第3節（１６～２０頁）、第5節（３０～４２頁）

「国民は何を選んだのかー韓国政治の「変容」」『外交フォーラム』236号，都市出版，2008年2月，pp．17－19
「李明博政権登場後の朝鮮半島」『軍縮問題資料』333号,　宇都宮軍縮研究室・軍縮市民の会,　pp. 2-9.

この教材は、公共政策大学院のWebサイト内の「授業科目」http://www.pp.u-tokyo.ac.jp/courses/index.htmの各科目毎のページにアップロードするので、それをダウンロードして読んでもらいたい。
⑪6/23
11　韓国の経済発展をめぐる政治力学

1960年代以後の韓国の経済発展を支えた政治的条件とも言える開発独裁体制について考察を加える。さらに、そうした開発独裁体制が、政治的民主化、そして、アジア通貨危機を契機として、ある意味では劇的に市場民主主義体制へと移行した。この移行過程についても分析を加える。
理論的な問題関心：輸出志向型工業化（もしくは輸入代替と輸出志向の複線型成長）の政治経済学，経済発展分析のモデル

必読文献

木宮正史「発展途上国の開発と民主化：韓国の事例を中心に」『岩波講座・開発と文化　６：開発と政治』（岩波書店　１９９８年）pp. 53-77.　
木宮正史「経済的自由化と政治的民主化」古城佳子　編『国際政治講座　３　経済のグローバル化と国際政治』　東京大学出版会、2004年p， pp．237－279．

この教材は、公共政策大学院のWebサイト内の「授業科目」http://www.pp.u-tokyo.ac.jp/courses/index.htmの各科目毎のページにアップロードするので、それをダウンロードして読んでもらいたい。

参考文献

大西裕『韓国経済の政治分析　大統領の政策選択』有斐閣，2005年
韓培浩（2004）第7章，第10章
⑫6/30
1２　グローバル冷戦の終焉と朝鮮半島冷戦①：第１次核危機と南北首脳会談
冷戦の終焉は朝鮮半島における和解と緊張緩和を帰結したわけではなかった。むしろ、北朝鮮の核開発危機という形で、2度にわたる危機を経験することになった。なぜ、朝鮮半島においては、冷戦の終焉が北朝鮮の核開発危機という、ある意味での｢逆噴射｣を招来したのか、その点について考察を加える。また、2000年には歴史上南北首脳会談が開催され、南北間の緊張緩和は進んだが、なぜ、南北間の緊張緩和が進んだのか、そして、それが朝鮮半島の緊張緩和にどのような意味をもったのかについて考察を加える。
理論的問題関心：グローバルな冷戦の終焉とその地域政治への帰結，冷戦の終焉に伴う同盟間政治と同盟内政治との関係変化

必読文献

｢第４章　金大中政権による対北朝鮮包容政策の起源・展開・帰結｣『太平洋世界の国際関係（変貌するアメリカ太平洋世界Ⅱ）』五十嵐武士　編　彩流社、 pp．169－205.
この教材は、公共政策大学院のWebサイト内の「授業科目」http://www.pp.u-tokyo.ac.jp/courses/index.htmの各科目毎のページにアップロードするので、それをダウンロードして読んでもらいたい。

参考文献

ドン・オーバードファー（菱木一美訳）『二つのコリア』共同通信社、1998年。
船橋洋一『ザ・ペニンシュラクェスチョン：朝鮮半島第二次核危機』朝日新聞社、2006年
春原剛『米朝対立　核危機の十年』日本経済新聞社、2004年。

金大中アジア太平洋平和財団著　波佐場清訳『金大中平和統一論』朝日新聞社、2000年。

崔源起, 鄭昌鉉（チェウォンギ・チョンチャンヒョン福田恵介訳）『朝鮮半島のいちばん長い日 : 南北首脳会談の真実』東洋経済新報社2002年。
林東源（イムドンウォン）羽佐波清訳『南北首脳会談への道：林東源回顧録』岩波書店、2008年
⑬　7/7
13　グローバル冷戦の終焉と朝鮮半島冷戦：第2次核危機と6者協議
理論的問題関心：グローバルな冷戦の終焉とその地域政治への帰結，冷戦の終焉に伴う同盟間政治と同盟内政治との関係変化

2000年、南北首脳会談と米朝関係の｢進展｣によって朝鮮半島にも冷戦の終焉の配当が帰結されるかと思われたが、その後、ブッシュ政権の登場とともに、米朝関係は冷却化した。韓国では、金大中政権、盧武鉉政権と対北朝鮮関与政策を続けることで、南北関係の緊密化は進んだが、それは北朝鮮の核開発による朝鮮半島の緊張増大を防ぐことはできなかった。そうした中、北朝鮮の核開発再開の動きが顕在化し、それに対応するために6者協議が開催されることになった。この6者協議は、一方で北朝鮮の核実験を防ぐことはできず北朝鮮の核保有を既成事実化してしまったが、他方で、その枠組みの中で、2国間の協議も開催されるなど、少なくとも朝鮮半島の危機を管理するための一定の役割を果たしていることも事実である。こうした朝鮮半島をめぐる国際政治を、2国間関係と多国間関係との多層的な理解に基づいて解明する。

必読文献

拙稿「第14章　民主主義韓国と脱冷戦への対応（一九八一～二〇〇九年）」『世界歴史大系』山川出版（刊行予定）第２節（１０～１５頁）、第４節（２１～２９頁）

⑭　7/14 補講：休講があった場合は補講を行なう。
9月1日？定期試験を行う。
成績評価

授業導入レポート　10％　この授業導入レポートを提出しなかった受講者は、理由の如何を問わず、成績評価の対象外とする。
課題１～３　　　　15％
学期末レポート　　15％

定期試験　　　　　60％　
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